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柏崎刈羽 7号機の運転時内的事象レベル 1PRAの高度化[1]における検討などを踏まえ，運転時内的事象レ

ベル 1.5PRAの高度化に向けた事前検討を実施し，課題を抽出した。 
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1. 緒言 

国内における現状の運転時内的事象レベル 1PRA モデルは，米国のプラクティスとの間に技術的なギャ

ップがあることが確認されている。そこで，国内 BWR の代表プラントとして柏崎刈羽 7 号機を選定し，

全 PRAモデルのベースとなる運転時内的事象レベル 1PRAについてはそのギャップを踏まえ，PRAモデル

を高度化している。本検討は，運転時内的事象レベル 1.5PRAの高度化を対象としており，PhaseⅠと Phase

Ⅱの 2段階で実施する計画である。PhaseⅠでは，運転時内的事象レベル 1PRAの高度化，改定された国内

学会標準 
[2]（以下，「新学会標準」という）及び国内外プラクティスを踏まえ，新規制基準適合性審査用

の運転時内的事象レベル 1.5PRAの高度化に向けた事前検討を行い，課題及び対応方針を整理した。本発表

では，PhaseⅠの事前検討で抽出した課題について報告する。 

2. 高度化に向けた課題 

運転時内的事象レベル 1.5PRAの高度化を実施するにあたり，表 1に示す新学会標準の技術要素ごとに，

運転時内的事象レベル 1PRA の高度化，新学会標準及び国内外プラクティスを踏まえた課題を抽出した。

運転時内的事象レベル 1.5PRAの高度化に向けた主な課題の例を示す。 

運転時内的事象レベル 1PRA の高度化で実施した事故シーケ

ンスの詳細化の知見を運転時内的事象レベル 1.5PRA へ水平展

開する必要がある。新学会標準への適合については，運転時内

的事象レベル 1.5PRAを想定したサイトインタビュー，プラント

ウォークダウンの実施による品質の向上の他，国内外プラクテ

ィスの知見の導入では，シビアアクシデント時特有の物理化学

現象の文書化の充実を図る必要がある。 

3. 今後の予定 

PhaseⅡでは，PhaseⅠで得られた成果を踏まえ，運転時内的事

象レベル 1.5PRAの高度化に向けた具体的なモデル化方法などを検討していく。 
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表 1 運転時内的事象レベル 1.5PRAに係る技術要素 

章番号 技術要素 

6 プラント構成・特性の調査 

7 
プラント損傷状態の分類及び発生
頻度の定量化 

8 格納容器機能喪失モードの設定 

9 事故シーケンスの分析 

10 事故進展解析 

11 
格納容器イベントツリーの分岐確
率の設定 

12 格納容器機能喪失頻度の定量化 
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